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2025 年 1 月 24 日 

報 道 機 関 各 位 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社 

 

「岩手新事業創造ファンド３号」による投資について 

（ 株 式 会 社 s h i i t a k e y ） 

 

いわぎん事業創造キャピタル株式会社（代表取締役社長 新里 真士）は、株式会社岩手銀行等と     

2023 年 6 月に組成した「岩手新事業創造ファンド３号投資事業有限責任組合」の投資先として、高級菌床

しいたけ「禅丸」の生産、販売を行う株式会社shiitakey
シ イ タ キ ー

 （以下「shiitakey」という、本社：岩手県紫波郡紫

波町、代表取締役：小野 頌太郎）に投資を行いましたので、下記のとおりお知らせします。なお、同ファンドか

らは、4 件目の投資となります。 

shiitakey は、岩手県紫波町内にて 2021 年に離農する農業ハウスを引き継ぐ形で創業した企業であり、約

3 年にわたる生産経験をもとに農業に成長性を感じ、園芸施設を取得し規模拡大を目指しています。生産され

た高級菌床しいたけ「禅丸」は主に首都圏の一流料亭や岩手県内高級飲食店で提供されるなど販売実績が積

み上がりつつあり、今後は効率的な生産体制を構築するとともに販売量を増やし、売上増加を目指します。 

shiitakey では高品質な農産物を、安定して、生産効率よく育てるために、独自に設置した IT センサーから得

られる環境・栽培データをもとに安定した栽培環境を整えています。また、飲食店が求めるサイズや時期に合わせ

て栽培品種の選定から生産、流通、そして消費者の手元に届くまでを、一貫して当社が担うことで、安定した品

質のものを定期的に販売しています。将来的には、同様の仕組みを海外に拡大することを目指しています。 

岩手県内のみならず、日本国内では高齢化に伴う担い手減少等の理由から、しいたけ生産量が減少しており、

効率的な生産方式の確立が必要と当社では考えており、就農の一つのきっかけとなりました。前職で培った小野

社長のファンド運用の分析力を農業現場に生かすことで新たな価値を生み出し、新たなスタイルの農業を目指す

当社のビジネスモデルは岩手県内経済に良好なインパクトを与えると期待し、投資を決定しました。 

記 

１．投資決定先の概要 

企 業 名 株式会社 shiitakey 

代 表 者 代表取締役 小野 頌太郎 

本社所在地 岩手県紫波郡紫波町南日詰蔭沼１４９番地 

創 業 日 2021 年 6 月 1 日 

事 業 内 容  菌床しいたけの生産・販売 

投資額・方法 非公表・株式取得 
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２．ファンドの概要 

名   称 岩手新事業創造ファンド３号投資事業有限責任組合 

設 立 日 2023 年 6 月 30 日 

ファンド規模 10 億円 

出 資 者 

無限責任組合員：いわぎん事業創造キャピタル 株式会社 

有限責任組合員：株式会社 岩手銀行 

            三井住友信託銀行 株式会社 

期   間 
投資期間５年、存続期間 10 年（ただし、必要があれば期間の満了日から１年毎

に最長 2 年間の延長を行うこともあります） 

［投資方針］ 

岩手県経済の活性化に寄与することが期待される以下の企業について、投資を通じて育成を行い、または

事業を支援することにより、組合契約期間中にこれらの企業の企業価値を向上させ、株式公開、株式譲渡、

自己株式取得等により投資資本額以上の回収を図るよう努めます。 

（１）岩手県のベンチャー企業 

（２）岩手県出身者が経営する岩手県外のベンチャー企業 

（３）岩手県の経済活性化につながる岩手県外企業 

３．ファンドのスキーム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

投資部 高橋 ＴＥＬ：０１９－６２１－１４７０ 

いわぎん事業創造

キャピタル

（運営会社＝無限責任組合員）

岩手県の

ベンチャー

企業

岩手県出身者が

経営する岩手

県外のベンチャー

企業

岩手県の経済活

性化につながる

岩手県外企業

岩 手 銀 行

（出資者＝有限責任組合員）

出資 出資・運営

投資 投資投資

三 井 住 友

信 託 銀 行

（出資者＝有限責任組合員）

出資


